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論文審査の要旨

近年、成人の発達障害の概念が知られるようになり、青年期以降に精神科を

受診するケースが増加している。訴えの中心が発達障害の症状ではなく、被害念

慮や幻聴様の体験を訴える場合があることから統合失調症との鑑別が問題とな

る。しかしながら、自閉スペクトラム症の診断には幼少期の生育歴聴取が重要に

なるが、成人の場合には詳細な生育歴の聴取が困難であり、統合失調症と自問ス

ペクトラム症を正確に鑑別することは難しいのが現状である。ロールシャツハ・

テストは精神科臨床で広く用いられている投影法による心理検査の 1つであり、

無意識下で、の思考障害の有無について調べることができる。そこで、本研究は統

合失調症と自閉スペクトラム症のロールシャツハ・テストの反応に相違に着目

し、両者の鑑別診断の一助となるとの仮説のもとに実施された。対象は，奈良県

立医科大学附属病院精神科およびきょうこころのクリニックを受診し、研究の

参加に同意を得られた平均 26.05+4.73 歳の統合失調症群 20名と、性別、知能

指数を一致させた平均 26.20 士4. 73 歳 の自閉スペクトラム症群 20 名で、あっ

た。対象者全例に包括システムに準拠してロールシャツハ・テストを施行され，

クラスター別にロールシャツハ変数の比較を行われた。結果、統合失調症群は自

閉スペクトラム症群と比較して、Dスコア、AdjD 、DQo およびFQーが有意に高く、

active およびDQ十が有意に低いことが明らかになった。これは自閉スペクトラ

ム症群は統合失調症群に比べて、ストレス耐性が弱く、情報処理能力が高く、他

者への関心が強く、認知機能が高いなどの心理特性を有することを示唆した。本

研究はロールシャツハ・テストが両群の鑑別指標となることを示唆しており、臨

床上きわめて有用である。さらに病態解明にもつながるきわめて学術的価値の

高い研究と考えられる。今後の更なる研究によりロールシャツハ・テストを用い

た両群の鑑別ための指標の作成が期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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